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本資料は、2024年７月４日にNUMOが説明した、地層処分技術WGでの議論を踏まえた北海道寿都
町・神恵内村の文献調査報告書（案）の修正方針について、地層処分技術WGとして評価した結果を
まとめたものである。
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評価の対象と審議経緯

⚫ 第４回特定放射性廃棄物小委員会（202４年６月1７日）において、原子力発電環境整備機構
（NUMO）が作成した「北海道寿都郡寿都町 文献調査報告書（案）」及び「北海道古宇郡神恵内村 
文献調査報告書（案）」の修正方針の確認が地層処分技術WG（技術WG）にタスクアウトされた。

⚫ 本資料は、2024年７月４日にNUMOが説明した、地層処分技術WGでの議論を踏まえた北海道寿都町・
神恵内村の文献調査報告書（案）の修正方針について、地層処分技術WGとして評価した結果をまとめた
ものである。











6

文献調査報告書（案）の修正方針に関する技術的・専門的観点からの評価のまとめ

① 文献調査報告書（案）の修正方針について、全体として了解できるものの、さらに検討をすることでより理解
が深まり、文献調査報告書の完成度の向上が期待される。

② 文献調査で留意事項として残された項目について、概要調査でしっかりと調査し評価を完了するという方針が
示されたのは良いが、説明書に記載の一部の留意事項については、評価手法をより具体的に記述することが
検討されるべきである。また、火山についてはその影響範囲が非常に広いため、概要調査で優先的に調査する
方針を示すとともに、影響の範囲を示すべきと考えられる。

③ 文献調査報告書のわかりやすさは非常に重要であり、報告書中の表現を確認していく必要がある。

④ 最終処分法が制定されて以降も学術的な知見は蓄積されているため、NUMOとして常に新しい知見を取り入
れ、最新の知見に基づいて評価をしていることを示す必要がある。


